
 

 

 

 

 

「札聾小学部の教育課程大改革のひみつ教えます！」  

教務部                                 

 今回の巻頭言の担当は教務部です。各校で分掌の名称や担当する業務の範囲は異なりますが、分

掌の筆頭に挙げられるのが教務部です。主な業務は、教育課程の編成、学籍の管理、教科書の採択、

成績処理などが挙げられます。中でも教育課程の編成は、教育活動を行う上で屋台骨となる中心的

な業務です。全国どの地域で教育を受けても、一定の水準の教育を受けられるようにするため、各

学校での教育課程を編成する際の基準が定められています。それが標準授業時数です。教科毎に標

準授業時数が定められており、全ての教科を合わせた時間が次の表のとおりです。 

学習指導要領で定める小学校の標準授業時数 

学年 1 年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 

時間 850 910 980 1015 1015 1015 

 本校小学部の授業時数は次の表のとおりです。Ｒ5 年度の項目を見てください。小学校の標準時

数と比べると 70 時間（１年生は 68 時間）多くなっています。 

Ｒ５年度およびＲ６年度 本校小学部の授業時数 

 学年 1 年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 

Ｒ5 年度 時間 918 980 1050 1085 1085 1085 

Ｒ6 年度 時間 884 945 1015 1050 1050 1050 

これは、自立活動の時間が設定されているためです。自立活動とは、個々の幼児児童生徒の障害

による学習上又は生活上の困難を主体的に改善・克服しようとする取組を促す教育活動であり、個

に応じた指導を行っています。全ての教科等を満遍なく適切に指導するための時間に加え、遠足や

運動会、学習発表会などの行事を実施するための行事等時数が必要です。標準時数と行事時数を合

わせた時数が必要最低限の時数となります。感染症等蔓延時や荒天時の学校閉鎖等も想定し授業時

数を確保し、それらを満たす時間割や指導体制の編成を司るのが教務部です。 

 昨年８月の中央教育審議会から緊急提言が出され、学校現場における働き方改革の環境整備推進

のための取組として、標準授業時数を大幅に上回って（年間 1086 単位時間以上）いる教育課程を

編成していた学校については、見直しを求める旨の通知がありました。昨年度の本校小学部の総授

業時数は次の通りです。 

Ｒ５年度 本校小学部の総授業時数 

学年 1 年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 

時間 939 1002 1072 1107 1121 1120 

実施状況 1011 1061 1121 1149 1136 1130 

 中教審の示した具体的な数値には、自立活動の時間は含まれていないものの、本校も見直しの対

象に該当します。これらを踏まえ、今年度より小学部では、帯自立（朝 10 分間）を削減し、自立

活動を１時間とすること、５時間授業の日を増やすなど、大幅な改革に取り組みました。 

 これまでは、個に応じたきめ細やかな指導をするため、地域の小学校より多くの授業時間を確保

し、時には放課後に個別の時間を設けてきました。丁寧な指導が子どもたちの確かな力につながっ

ていたのも事実です。一方で、長時間の学校での拘束に児童の疲労を感じていたのも事実です。昨

年度まで１年生も６時間授業の日があり、３年生以上は毎日６時間授業。子どもたちが学校にいる

時間が長くなれば、それだけ教員が事務仕事や分掌業務、そして何より授業準備に費やす時間が減

ります。準備がままならない授業に多くの時間を費やした場合、しっかりと授業準備し限られた時

間で指導した場合、どちらが効果的でしょうか。小学部の抜本的な改革のキャッチコピーは「量よ

り質」です。標準時数削減、金曜日完全５時間授業により、教員が業務に費やす時間を確保しまし

た。教材研究や授業準備の時間の確保は、授業の質につながります。授業の質の向上は子どもたち

の確かな学力につながっていくと考えます。「授業が変われば子どもが変わる。」教育課程の編成の

裏にはこんなひみつが隠されていました。子どもの成長は、業務多忙な教務部の何よりの活力です。 
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1 日（月）高聾学校説明会 

宿泊学習（小５～２日） 
ALT（中） 

２日（火）教育大学生学校参観（午前） 
４日（木）５歳おとまり会（幼～５日） 

３・４歳児休業日（幼～５日） 
宿泊学習（中２～５日） 

 ５日（金）職場体験学習（中３） 
 ７日（土）英検①（二次） 
 ８日（月）朝会(小・中） 
 ９日（火）二計測（幼） 
１０日（水）全校授業研（１３時２０分下校） 
１１日（木）修学旅行（小６～１２日） 

第３回 PTA 役員・評議員会 
PTA 手話サークル②・茶話会① 

 

 
１２日（金）野外活動（中１） 

若木祭り（小) 
１５日（月）海の日 
１７日（水）誕生会(幼) 

学級懇談(小 ～22 日) 
ALT(小) 
耳鼻科相談日 
スクールカウンセラー来校日 

２２日（月）大掃除（小） 
なつまつり（乳） 
ALT（中） 
健康相談日 

２３日（火）第 1 学期終業式 
なつまつり（幼） 
大掃除（中） 

中学部  部活紹介および選手権に向けて  

今年度、総合文化部が復活して、陸上部、バドミントン部

と合わせて３つの部活動を行っています。  

６月２９、３０日には、中学校体育連盟バドミントン選手

権大会北区南部予選が行われます。３年生は最後の大会です。

自己目標達成できるように練習に励んでいます。陸上部は１

年生だけですが、新人戦に向けて日々がんばっています。総

合文化部は、部員同士で活動内容を相談して、楽しみながら

活動しています。（高橋）  

運動会（小学部）  

天候に恵まれた中で運動会を行うことができました。  

今、国語で俳句の学習をしているので、俳句で運動会

の様子をお伝えします。  

「駆け抜ける  拍手の花道  徒競走」  

「よさこいで  心はひとつ  小学部」  

「質よりも  スピーディーだ  デリバリー」  

 「泥まみれ  童心戻る  父母リレー」  

 「つないだよ  絆のバトン  ノーミスで」  

 「暑さより  熱い応援  ありがとう」  

練習の成果を発揮することができた児童たちの「達成感」と PTA リレーで父母や教員が

激走する姿を見る児童たちの「笑顔」が満ち溢れる運動会になったと思います。平日にも

かかわらず多くの方に足を運んでいただき、感謝申し上げます。（木村）  

運動会（幼稚部）  

６月７日（金）は晴天に恵まれ、無事運動会を行うことが  

できました。子どもたちはこれまで練習した成果を、皆様に  

披露し、たくさんの笑顔が見られました。さりげなく下級生  

をフォローしたり、上級生と嬉しそうに踊ったりする姿が見  

られ、それぞれの成長を感じました。そんな１人１人の頑張  

る姿はもちろん、お友達を応援する姿がとても素敵な運動会  

でした。今後もお子さん方の笑顔や思い出、自信につながる  

指導・支援をしていきます。（小川）  

幼児児童生徒の様子 

 

～７月行事予定～ 


